

















研究は,ラ ッ ト脛骨に骨欠損モデルを作成 し,骨
欠損部位の治 癒過程に及ぼすLLLTの影 響 を,
組織 レベルで調べる事 を目的 とした。
【材料 ・方法】10週齢雄性SDラ ッ ト100匹を用
いた。麻酔下で両脛骨 を外科的に露出させ,ラ ウ
ン ド型スチールバー(φ1mm)を用い,注 水下で
皮質骨 を穿孔後に縫合 し,骨 欠損モデル を作成






い群 をControl群とした。 また7日 間(120J)照




中性緩衝ホルマ リン溶液で固定 し脱灰,通 法に従
い脱水 し,パ ラフィン包埋 を行った。4μm厚 の
組織切片 を作成 し,ヘ マ トキ シリン-エオ ジン
(H-E)染色を行った。骨代謝の動態を調べ るた














Control群と比較 した120J群では有意 に減少 し










【考　察】以上 の結果よ り,骨 欠損部位 にレー
ザー照射 を行うことにより,治癒が促進すること
が示 された。
